
連連合合会会  

秋
晴
れ
の 

す
が
し
き
風
を 

身
に
う
け
て 

 

老
い
も
若
き
も 

明
日
へ
駆
け
ゆ
く 

高
見
区
町
内
会
長 

中
村 

辰
雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だだ

 

さ
て
、
近
年
、
町
内
会
へ
の
加
入
率
低
下
が
気
が
か
り
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
会
員

の
減
少
は
役
員
の
後
継
者
育
成
さ
ら
に
は
各
種
事
業
を
遂
行
す
る
上
で
大
き
な
支
障
と
な
っ

て
い
る
事
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 
行
政
（
名
寄
市
）
と
各
町
内
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
う
え
で
車
の
両
輪
と
考
え
て
い
ま

す
。
未
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
地
元
町
内
会
へ
加
入
し
、「
明
る
く
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
」
に
お
力
添
え
を
頂
き
た
い
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
「
晴
れ
や
か
で
良
い
年
」
に
な
り
ま
す
事
と
、
貴
町

内
会
の
益
々
の
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

  

 

 

発 行  名寄市町内会連合会

会長 

発行日  平成

編 集  連合会

事務局  市役所企画課企画調整係内

℡01654だだよよりり  
 

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
会
の
事
業
等
に
特
段
の
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
は
北
海
道
町
内
会
連
合
会
が
主
催
の
「
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
町
内
会
活
動
研
究
大
会
」

に
つ
い
て
10
月
３
～
４
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
本
会
が
主
管
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
道
北
各
地
（
上
川
・
宗
谷
・

留
萌
管
内
）
よ
り
約
１
５
０
名
の
単
位
町
内
会
長
、
連
合
会
役
員
が
一
同
に
会
し
、
皆
様
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
盛
況
の
内
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
事
に
、
誌
上
を
お

借
り
し
ま
し
て
心
よ
り
厚
く
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
近
年
、
町
内
会
へ
の
加
入
率
低
下
が
気
が
か
り
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
会
員

名寄市町内会連合会 

 中村 雅光 

平成 30 年 1 月 1 日 

連合会だより編集委員 

市役所企画課企画調整係内 

01654-3-2111（内線 3311） 

「
晴
れ
や
か
な
１
年
に
」 

 

名
寄
市
町
内
会
連
合
会 

会
長 

中
村
雅
光 

  

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭
ヶ
丘
町
内
会
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。
個
人
の
部
で

は
、
男
子
は

１０
区
の
冨
田
正
さ
ん
、
女
子
は
旭
東
区

の
斉
藤
倶
子
さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
大
会

結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。 

▲優勝した旭ヶ丘町内会 

１０

 

準
優
勝 

尾
上
俊
博 

（
旭
栄
区
）
［
９
８
］ 

 

３ 

位 

木
下
則
康 

（
北
新
区
）
［
９
９
］ 

 

【
個
人
の
部
（
女
子
）
】 

 

優 

勝 

斉
藤
倶
子 

（
旭
東
区
）［
１
０
０
］

 

 

準
優
勝 

岡
部
静
子 

（
旭
ヶ
丘
）［
１
０
４
］

 

 

３ 

位 

茂
木
和
子 

（
１
区
）［
１
０
５
］ 

 

疑
・
要
望
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
懇
談

会
終
了
後
に
は
懇
親
会
を
開
催
し
、
行
政
と
町
内
会
長
と
の

交
流
を
深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。 

平成平成平成平成

    

◆◆◆◆４４４４

    定期総会

    

◆◆◆◆７７７７

    町内会長

懇談会

    

◆◆◆◆７７７７

    町内会対抗

 パークゴルフ

    

◆◆◆◆８８８８

（※

町内会活動実践者研修会

    

◆◆◆◆８８８８

    先進地視察研修会

    

◆◆◆◆１０１０１０１０

    （

 道北

活動研究大会

    

◆◆◆◆１０１０１０１０

 まちづくり

 

※道町連

連合会

    

町内会連合会町内会連合会町内会連合会町内会連合会

名寄市内

成される

念である

働によるまちづくり

に自立

すため

ています

第第第第
１７１７１７１７
回回回回    

    

町
内
会
対
抗

町
内
会
対
抗

町
内
会
対
抗

町
内
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
大
会
大
会
大
会    

  

７
月

２３
日
、
第

１７
回
町
内
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
、

２７
町
内
会
１
４
８
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

当
日
は
体
調
を
崩
す
参
加
者
も
な
く
、
無
事
大
会

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
団
体
の
部
で
は
、

【
団
体
の
部
】 

［
ス
コ
ア
］ 

 

優 

勝 

旭
ヶ
丘
町
内
会 

［
４
１
２
］ 

 

準
優
勝 

１０
区 

［
４
１
８
］ 

 

３ 

位 

東
１２
区 

［
４
１
９
］ 

 

【
個
人
の
部
（
男
子
）
】 

 

優 

勝 

冨
田
正 

（
１０
区
）［
９
５
］ 

町
内
会
長

町
内
会
長

町
内
会
長

町
内
会
長
とととと
行
政
行
政
行
政
行
政
と
の
と
の
と
の
と
の
懇
談
会

懇
談
会

懇
談
会

懇
談
会    

        

７
月
５
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
「
町
内
会
長
と
行
政
と

の
懇
談
会
」
に
は

５８
名
の
町
内
会
長
が
出
席
し
、
行
政
か
ら

は
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
を
は
じ
め
、
各
部
局
長
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
行
政
か
ら
主
要
施
策
や

事
業
概
要
な
ど
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
各
町
内
会
か
ら
の
質

平成平成平成平成２９２９２９２９年度年度年度年度のののの    

町内会連合会活動町内会連合会活動町内会連合会活動町内会連合会活動    

４４４４月月月月２４２４２４２４日日日日    

定期総会 

７７７７月月月月５５５５日日日日    

町内会長と行政との 

懇談会 

７７７７月月月月２３２３２３２３日日日日    

町内会対抗 

パークゴルフ大会 

８８８８月月月月３３３３日日日日    

※道町連主催） 

町内会活動実践者研修会 

８８８８月月月月２４２４２４２４～～～～２５２５２５２５日日日日    

先進地視察研修会 

１０１０１０１０月月月月３３３３～～～～４４４４日日日日    

（※道町連主催） 

道北ブロック町内会 

活動研究大会    

１０１０１０１０月月月月１１１１１１１１日日日日～～～～    

１１１１１１１１月月月月２７２７２７２７日日日日    

まちづくり懇談会 

道町連・・・北海道町内会

連合会の略称 

町内会連合会町内会連合会町内会連合会町内会連合会とは・・とは・・とは・・とは・・？？？？    

名寄市内の町内会長で構

される組織で、名寄市の理

である「市民と行政との協

によるまちづくり」を基本

自立したまちづくりを促

すため町内会活動を推進し

ています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
け
る
町
内
会
・
自
治
会
の
環
境
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
高
齢
に
な
っ
て
も
地
域
活
動
に
参
加
し
、 

会
長
が
担
当
し
、
北
新
区
の
蓮
宗
会
長
が
日
頃
の
北
新
区

町
内
会
の
様
子
を
報
告
し
、
大
切
に
し
て
い
る
後
継
者
育

成
に
つ
い
て
の
考
え
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
子
供

育
成
会
を
大
切
に
し
、
次
の
時
代
を
担
う
後
継
者
を
育
て

る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
事
で
し
た
。 

来
年
の
大
会
は
豊
富
町
で
開
催
と
な
り
ま
す
。
参
加
さ

れ
た
方
々
は
こ
の
大
会
で
感
じ
た
思
い
を
胸
に
、
各
地
域

で
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

南
５
区
町
内
会
長 

木
田 

繁
太
郎 

▲੊町৴শદਆ会শ 

▲播本雅津子教授 

 

消
防
（
署
・
団
）
な
ど
防
災
機
関
で
は
、
現
場
最
優
先
で
あ
る
た
め
、

災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
際
は
、
防
災
機
関
と
の
連
携
が
最
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

地
域
住
民
の
身
体
・
生
命
・
財
産
を
守
る
の
は
、
基
本
的
に
は
公
務

員
の
仕
事
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
市
民

が
安
心
し
て
住
め
る
街
づ
く
り
の
た
め
、
町
内
会
活
動
を
通
じ
て
街
全

体
の
意
思
の
疎
通
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
と
、
思

わ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

９
区
町
内
会
長 

吉
川
明
男 

域
で
の
取
組
や
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
、
長
谷
川
道
町
連
会
長
や
加
藤
名
寄
市
長
か
ら

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
道
町
連
事
務
局
の
小
原

氏
よ
り
「
地
域
福
祉
推
進
に
お
け
る
町
内
会
・
自
治
会

の
役
割
」
に
つ
い
て
基
調
説
明
、
名
寄
市
立
大
学
保
健

福
祉
学
部
教
授
の
播
本
雅
津
子
氏
よ
り
「
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。 

播
本
先
生
の
講
演
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
に

副
会
長
が
担
当
し
、
三
つ
の
実
践
報
告
（
１
区
・
藤
原
会

長
、
東
風
連
・
佐
藤
会
長
、
名
寄
東
小
・
福
田
校
長
）
や

質
疑
、
意
見
交
換
を
行
い
活
発
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

第
二
分
科
会
「
町
内
会
の
防
災
活
動
」
は
、
中
村
連
合

会
副
会
長
が
担
当
し
、
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
清
水

さ
ん
よ
り
名
寄
市
に
お
け
る
防
災
の
取
組
に
つ
い
て
、
西

町
３
区
の
米
澤
会
長
よ
り
平
成

２６
年
の
大
雨
被
災
報
告

と
翌
年
の
自
主
防
災
組
織
設
立
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

第
三
分
科
会
「
町
内
会
の
育
成
」
は
、
猿
谷
連
合
会
副

会
長
が
担
当
し
、
北
新
区
の
蓮
宗
会
長
が
日
頃
の
北
新
区

運
用
、
募
金
へ
の
対
応
な
ど
。
会
長
が
な
る
葬
儀
委
員
長
を
立
て
な
い

こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。 

 

石
狩
市
と
名
寄
市
を
比
較
し
た
と
き
に
は
、
人
口
や
面
積
に
対
す
る

予
算
等
の
比
率
に
は
大
き
な
違
い
は
な
い
よ
う
で
す
。 

 

防
災
に
つ
い
て
は
、
年
１
回
の
避
難
訓
練
、
防
災
マ
ス
タ
ー
の
育
成
、

水
害
対
策
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。 

 

災
害
対
策
は
住
民
の
安
全
安
心
の
た
め
に
す
る
こ
と
は
大
原
則
で
す

が
、
名
寄
の
よ
う
に
基
幹
病
院
が
あ
る
所
で
は
、
市
外
か
ら
診
察
な
ど

で
来
て
い
る
人
た
ち
へ
の
避
難
場
所
の
周
知
が
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。 

 

消
防
（
署
・
団
）
な
ど
防
災
機
関
で
は
、
現
場
最
優
先
で
あ
る
た
め
、

北
海
道
町
内
会
連
合
会
主
催
の
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
町
内

会
活
動
研
究
大
会
が
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
道
北
各
地
域
の
６
市

１１
町
村
か
ら
１
３
５

名
の
参
加
が
あ
り
、
町
内
会
活
動
な
ど
を
中
心
に
各
地

域
で
の
取
組
や
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
な

「
わ
が
事
・
丸
ご
と
」
で
地
域
の
安
全
・
安
心
・
見
守
り

活
動
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
会
場
を
移
し
て
分
科
会
が
行
わ
れ
、
第
一
分

科
会
「
町
内
会
の
福
祉
活
動
」
で
は
、
私
と
小
池
連
合
会

副
会
長
が
担
当
し
、
三
つ
の
実
践
報
告
（
１
区
・
藤
原
会

平
成
29
年
度
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
町
内
会
活
動
研
究
大
会
概
要
報
告 
平
成
平
成
平
成
平
成

２９２９２９２９
年
度
先
進
地
視
察

年
度
先
進
地
視
察

年
度
先
進
地
視
察

年
度
先
進
地
視
察
にににに
参
加
参
加
参
加
参
加
し
て
し
て
し
て
し
て    

８
月

２４
日 

小
雨
の
中
、
出
発
。
行
く
先
は
石
狩
市
連
合
町
内
会
連

絡
協
議
会
と
交
流
研
修
で
す
。 

 

石
狩
市
の
広
報
の
配
布
は
民
間
に
委
託
し
全
戸
配
布
を
す
る
な
ど
の

他
、
市
の
配
布
物
は
、
各
区
の
班
長
さ
ん
が
重
要
な
仕
事
と
し
て
担
当

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

他
の
重
点
活
動
と
し
て
高
齢
者
へ
の
対
応
、
医
療
キ
ッ
ト
、
会
費
の



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情
」
と
、「
総
合
戦
略
・
総

合
計
画
の
進
捗
状
況
」
に

つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
、

皆
さ
ま
と
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
会
場

で
は
、
市
内
の
道
路
や
河

川
整
備
、
除
排
雪
等
の
生

活
基
盤
整
備
の
ほ
か
、
高

齢
者
へ
の
支
援
を
は
じ
め

と
す
る
福
祉
に
関
す
る
こ 

  

町
内
会
に
加
入
す
る
際
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
町
内

会
長
へ
連
絡
し
て
加
入
し
ま
す
。
ご
自
分
の
町
内
会
や
町

内
会
長
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
加
入
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。 

 

名
寄
市
町
内
会
連
合
会
事
務
局 

 

市
役
所
名
寄
庁
舎
３
階
企
画
課 

企
画
調
整
係
内 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

３-

２
１
１
１
（
内
線
３
３
１
１
） 

市からの

などの

避難訓練

関する取

内
運
動
会
へ
小
学
生
の
参
加
が
多
く
な
っ

て
き
た
。 

 

日
頃
か
ら
親
し
み
の
あ
る
言
葉
の
挨
拶

が
地
域
人
と
の
絆
を
深
め
る
基
と
な
る
事

を
今
一
度
考
え
た
い
此
の
頃
で
す
。 

 

日
の
本
の 

言
葉
豊
か
に 

甦
る 

 

錦
の
里
に 

住
み
て
あ
り
け
り 

 

編
集
委
員 

中
村 

辰
雄 

●連合会だより編集委員/中村 辰雄 

談
会
は
市
内
９
か
所
を
ま

わ
り
、
全
会
場
合
わ
せ
て

約
２
０
０
人
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
、
会
場
で
は
72

件
の
市
政
に
対
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
、
ご
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
で
は
市
か
ら
の
話

題
提
供
と
し
て
、「
平
成
28

年
度
名
寄
市
の
台
所
事

情
」
と
、「
総
合
戦
略
・
総

に
対
す
る
様
々
な
ご
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

各
会
場
で
出
さ
れ
た
市
政

へ
の
ご
意
見
等
に
関
す
る

回
答
は
名
寄
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

お
忙
し
い
中
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

           

からの広報 

などの配布 

子ども

見守り

避難訓練など防災に

取り組み 公園や道路の清掃活

動など暮らしやすい

環境づくり 
お祭りなど地域住民

同士の交流 

町内会ってどんなことを

しているの？ 

町町町町    内内内内    会会会会    

工
夫
は
さ
れ
て
い
る
が
近
年
思
う
よ
う
な

状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
つ
の
考
え
と
し
て
、
日
頃
の
挨
拶
に
つ

い
て
考
え
て
見
る
。
例
え
ば
、
登
校
生
の

見
守
り
時
の
挨
拶
で
「
お
早
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
言
え
ば
そ
の
通
り
の
言
葉
が
返
っ

て
く
る
。
言
葉
と
し
て
礼
儀
正
し
い
こ
と

で
あ
る
が
、
な
に
か
近
づ
き
が
た
い
感
じ

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
年
に
な
っ

て
「
お
早
う
！
」
と
言
い
か
え
た
、
す
る

と
何
か
し
ら
親
近
感
を
覚
え
た
の
か
、
町

内
運
動
会
へ
小
学
生
の
参
加
が
多
く
な
っ

 先田 紀昭 斉藤 晃 大石 勝美 橋場 義哲

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

懇
談
会

懇
談
会

懇
談
会    

 

を
開
催
し
ま
し
た 

10
月

11
日
か
ら
約
１

ケ
月
半
、
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
は
市
内
９
か
所
を
ま

と
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
ご
意
見
な
ど
、
市
政

に
対
す
る
様
々
な
ご
提
言

町
内
会

町
内
会

町
内
会

町
内
会
にににに
加
入
加
入
加
入
加
入
し
ま
せ
ん
か

し
ま
せ
ん
か

し
ま
せ
ん
か

し
ま
せ
ん
か
？？？？    

 

町
内
会
は
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ま
で
組
織
さ
れ
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い

た
だ
く
こ
と
で
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

  

ども達の 

り活動 

清掃活

らしやすい

ってどんなことを

ひ
と
こ
と 

  

各
町
内
会
に
お
け
る
行
事
の
多
く
は
高

齢
者
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
青
少
年
を
対

象
と
し
た
も
の
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
町
内
会
活
動
の
行
事
と
し
て
様
々
な

工
夫
は
さ
れ
て
い
る
が
近
年
思
う
よ
う
な

義哲 事務局 


